
■ 盟躙
７
月
２５
日

（日
）
、
野
尻
川
流
域
で

「第
１０
回
野
尻
川
ヤ
マ
メ
釣
り

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
野
尻
川
ヤ
マ
メ
の
里
育
成
会

（伊
東
義
昭
会
長
）
が
ヤ
マ

メ
の
稚
魚
放
流
な
ど
に
よ
り
、
野
尻
川
を
核
と
し
て
地
域
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
川
の
汚
染
防
止
と
美
化
整
備
に
も
心
が
け
、

魚
が
棲
み
や
す
い
環
境
作
り
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら
約
６０
名
が
ヤ
マ
メ
の
大
物
に
挑
戦
。
結
果
は
、

３２

Ｃｍ
の
ヤ
マ
メ
を
釣

っ
た
桐
原
裕
美
さ
ん

（宇
土
市
）
が
大
物
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
の
後
は
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
大
会
も
行
わ
れ
、
夏

休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

豊富な水資‖Iを活用した地域おこし

●

曜日罰回国皿醸

わが家の 0日画汁
ド電P
】
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■

甲斐 静江さん
津留・永野 26歳

●お仕事

看護師として梅香苑に

勤務しています。

●趣味

ドライブ。温泉に浸っ
てボーッとすること。

●一番やりたいこと

沖縄で泳ぎたい。マリ
ンスポーツをしたい。

●理想のタイプ

思いや りのある頼れる
人。笑顔の素敵な人。

桐 原
な
凪
せ
世 ん 鵬輛饉|'

CA .
|

歳

●
音の出るおもちゃが大好きです。

ごはんも大好きで毎日モリモリ

食べてるよ l

父 桐原  誠さん
母     忍さん

(高森・上町)

高森町の人口の動き
世帯数/2,669戸 (-1)
男 :3,638人 (-4)/女 :3,970人 (+1)
総 数/7,608人 (-3)
(平成16年 6月 30日 現在 )

目麗理甕■目■■目団闘固固国圏□躙目

△ 年の夏はことのほか暑さが厳しいようですが、皆さん~7は
夏バテしてませんか ?暑さに負けないためには、毎

日の食生活と十分な睡眠が基本です。健康管理には十分注意

し、この暑い夏を乗り切りましょう !

7月 は中体連や郡民体育祭などスポーッ面での活躍が目立

ちました。特に、統合前の最後の大会となった草部中学校の

生徒は、思い出に残る特別な大会になったのではないでしょ

うか。皆さんもこの夏いろいろな思い出をつくり、最終的に

素敵だったなと思える夏にしてください。

マスコット

‖o,540 平成16年8月 5日発行
発行/高森町役場 編集/企画財政課
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「
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温 ・高森温泉館
基…基幹集落センター

林・林業総合センター

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>田上スミエ 佐伯フミ子
田上 徳雄 佐野  豊
甲斐 惟幸

<一般寄付>立石ダンス教室
松原 光昭

■町ヘ

<叙勲御礼>島田 信行

■広報送料寄付

岩下 多美 (高森 。昭和 )

所〈
〓

館
館
集

蓉
遊
町

芙
朋
上

芙
朋
上
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めリカゞ
｀
どうご
｀
せ
ゾヽ
ま`した (敬称略)おくやみもうにみずます

2004年 6月 受付分 (敬称略)

広
大
な
面
積
を
有
す
る
高
森
町
の
国
県
道

は
、
国
道
が
２
路
線
の
３０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

県
道
が
主
要
地
方
道
路
の
竹
田

・
五
ヶ
瀬
線

を
含
む
１０
路
線
の
６２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
国
道
は
、
南
北
に
走
る
２
６
５

号
線
と
東
西
に
伸
び
る
３
２
５
号
線
の
２
路

線
と
も
中
心
地
を
通
り
、
交
通
渋
滞
や
安
全

面
で
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
南
阿
蘇
バ

イ
パ
ス
の
開
通
と
と
も
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。県
道
に
つ
い
て
は
、
昨
年
俵
山
ト
ン
ネ
ル

が
開
通
し
た
熊
本

。
高
森
線
に
お
い
て
、
懸

案
の
津
留
バ
イ
パ
ス
新
ル
ー
ト
の
地
元
説
明

会
も
終
了
し
、
早
期
開
通
に
向
け
て
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
ル
ー
ト
完
成
後
は
、

熊
本
市
内
と
本
町
を
結
ぶ
重
要
な
生
活
、
観

光
路
線
と
し
て
の
役
割
が
ま
す
ま
す
期
待
さ

れ
ま
す
。

河
原

。
新
波
野
線
は
、
年
々
改
良
が
行
わ

れ
、
通
学
路
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て
お
り
、

県
道
津
留

・
柳
線
の
蔵
地
～
津
留
間
に
お
い

て
も
、　
一
部
道
路
改
良
が
行
わ
れ
、
現
在
橋

り
ょ
う
架
け
替
え
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
状

況
で
す
。

ま
た
、
竹
田
・
五
ヶ
瀬
線
、
津
留

・
柳
線
、

高
森

・
波
野
線
は
、
地
形
的
に
急
カ
ー
ブ
が

多
く
幅
員
が
狭
い
た
め
、
県
と
の
連
携
を
図

り
随
時
拡
幅

。
改
良
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
県
道
に
お
い
て
も
、
商
工
業
発

展
に
不
可
欠
な
道
路
基
盤
整
備
が
着
々
と
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

[住 所]

高森・旭 通

津留・ 下 町

高森 。村 山

高森 。上在

高森 。昭和

[死亡者]

沼田  寛
甲斐 純雄
佐伯  一
甲斐 惟孝
田上 泰雄

[御遺族 ]

沼 田 チ ヨ
甲 斐 耕 太 郎

佐 伯 フ ミ子

甲 斐  惟 幸
田 上 ス ミエ

[年齢]

89

81

72

79

90
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囃

14
心配ごと相談/芙
13:00～ 15:00
特設人権相談所/朋
10:00・～ 15:00

どぎゃん会/朋
10100～

罐 魏

i蜃

万年青会/上
10:00～

8/「平 翁

）

心酒己ごとオロ談/基
10:00～ 12:00
3か月児健診/林
13130～

21
心配ごと相談/朋
10:00′ヽ́12:00

役場支払日

７
鯛

風鎮祭
10:00～ 23:00

囃
ｌ

高森温泉館休館日

/温
風鎮祭
10:00～ 23:0()

竃襄
1ヽど

28
年金相談/林
10:00～ 15:00

役場支払日

機能訓練あゆみ会

/温
13:30～

盆又

91/1

1才 6か月児健診
/林
13:30～

貪膊

呵
Ｉ
■

■
１

１

万年青会/上
10:00^ν

′む酒こごとオロ談/美
13:00～ 15:00

議

ヽ
ガ

Ｆ
レ

ヽ

役場支払日

T akamori alendar たかもリカレンダー  ■8月 8日～9月 11日
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ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
料
　
金
　
１
枚
　
１
、
０
０
０
円

※
当
日
限
り
有
効
で
す
。

※
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
車
の
場
合
は
、
別

途
料
金
２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

％
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
駅
　
ＴＥＬ
６
２
‐０
０
５
８

高
森
温
泉
館
か
ら

◎
支
配
人
劇
場
開
催

毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
か
ら
大
休
憩

室
に
お
い
て
、
支
配
人
劇
場
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

支
配
人
を
中
心
に
、
毎
週
思
考
を
凝

ら
し
た
催
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
―

※
劇
団
員
常
時
募
集
中

◎
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー

毎
月
第
２
、
第
４
金
曜
日
を
レ
デ
ィ
ー

ス
デ
ー
と
し
、
女
性
の
お
客
様

（中
学

生
以
上
）
に
抽
選
で
素
敵
な
景
品
を
差

し
上
げ
て
い
ま
す
。

○
時
　
間
　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
９
時

甕
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
温
泉
館
　
ＴＥＬ
６
２
‐２
６
２
６

子
育
て
サ
ト
ク
ル「
風
ま
る
キ

ッ
ズ
」

高
森
に
住
ん
で
間
も
な
い
方
、
友
達
が

ほ
し
い
方
、
子
育
て
は
大
変
だ
な
ぁ
と
感

じ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ

一
度
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。
同
じ
よ
う
に
子
育
て
に
頑
張

っ

て
い
る
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
よ
う
。

○
活

動

日
　
毎
月
第
１
水
曜
日

○
活
動
時
間
　
午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

○
活
動
場
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

○
主
な
活
動
内
容

ひ
な
ま
つ
り
、
七
夕
、
運
動
会
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
、
お
花
見
　
等

隋
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

●  ●

●   ●

盆4時間電話を通して健康をお届けします。一
方
、
町
道

の
認
定
路
線
数
は
現
在

１
９
５
路
線
、
総
延
長
は
２
４
９
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
達
し
、
年
次
計
画
に
基
づ
き
改
良

を
進
め
て
い
る
も
の
の
、
改
良
率
は
５６
％

に
止
ま
り
、
ま
だ
ま
だ
地
域
の
要
望
に
応

え
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
未
舗
装
町
道
も
１９
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
整
備
を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
生
活
道
路
と
し
て
日
々
の
暮
ら
し
に

密
着
し
て
い
る
町
道
。
幅
員
の
狭
さ
な
ど

確
か
に
課
題
も
多
く
残

っ
て
い
ま
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
か
い
で
、
よ
り
快
適

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
道
路
に
は
み
出
し
た
生
け
垣
や
樹
木
を

切
る
。
道
路
に
は
み
出
し
て
駐
車
し
な
い
。

ま
た
、
道
路
に
面
し
て
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
を

行
え
ば
、
花
の
あ
る
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
で
き
ま
す
。

８
月
は

「道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

で

す
。
ま
た
１０
日
は

「道
の
日
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
道
路
の
重
要
性
を
再
認
識

し
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

曜日
骨神経痛

■・月
坐

平 田 医 院

馬 原 内科 医 院

後 藤 医 院

立 野 病 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

T肌 62-0216

TEL 62-0646

T■ 67-0019

TEL 68-0111

T■ 62-0378

TEL 62-3351

T肌 67-1777

8月 15日

8月 22日

8月 29日

9月 5日

9月 12日

9月 19日

9月 20日

◎ 8月のテーマ 笏火曜日
足のあ<み
り水曜日
しみ・ そばかすのケア
薇木曜日
ホワイ トニング
～白い歯|こするため|こは～
鼈金曜日
多
土
汗症
曜日 0日曜日
律神経失調症

●

｀｀
ヽ
0

鯰鯰□躍鰺跛

契約金額 (円 )

天神。前原線橋梁整備工事(高根切橋上部工)I  H16.7.27～ H16.12.20

H16.7.27´ν H16.12.20 20,527,500

H16.7.27～ H17.2.28
‐―

上

―H16.7.27～ H17.3.10高森中学校プール建設機械設備工事

H16.7.23～ H17.3.10高森中学校 プール建設本体工事

5,344,500 (株 ) 昔同社 倉・ 蔵 地 線 道 路 舗 装 工 梢

工   事   名 工    期

7.2へ H́16.8.31

(資)石 原 建 設天 神・ 前 原 線 道 路 改 良 工 事

19,950,000

185,640,000 |(株 )三 津 野 建 設

二 和 興 業 (株 )

住宅マスタープラン・公営住宅ストック
総 合 活 用 計 画 策 定 業 務 委 託

10,500,000 1(株)日 本 ピーエ ス

5,460,000  1(株 )パ  ス  コ

請 負 者

し
し
ヽ

ハ
円

ハ 本
096

●

●
´
Ｌ『

22

自

健康問題 を

24時 間、

日替わりで

お送 t'し ます
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サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
を
運
行
し
ま
す
。

（要
予
約
）

獨
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

‐
４

８

０

１

ｒ
譲
だ
僣
社
議
離
鷹
設‐‐．
．■一●

○
日
　
時
　
８
月
・０
日

（火
）

午
後
１０
時
～
午
後
３
時

○
場
　
所
　
朋
遊
館

○
相
談
内
容

家
事
問
題

（相
続
、
離
婚
、
親
子
関

係
な
ど
）
、
金
銭
問
題
、
登
記
手
続
、
い

じ
め
、
差
別
や
心
配
ご
と
な
ど

○
担
当
者
人
権
擁
護
委
員

（松
岡
典
子
、
本
多

善
忠
、
山
室
英
子
、
馬
原
清
二
）
及
び

法
務
局
職
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は
今
回
の
特
設

相
談
日
以
外
で
も
、
相
談
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

鮨
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局

■
０
９
６
７
‐２
２
‐０
１
３
７

高
森
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、
平

成
１２
年
の
設
立
以
来
４
年
間
、
風
鎮
祭
後

●

の
町
内
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
美
化
意
識
の
高
揚
の
意
味
も
込

め
、
町
内
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
　
　
時
　
８
月
・８
日
、
・９
日

午
前
６
時
か
ら

○
集
合
場
所
　
中
央
出
張
所

（産
交
跡
地
）

○
準

備

物
　
軍
手
、
火
ば
さ
み
等

※
天
神

。
横
町

・
下
町
か
ら
駅
前
ま
で
を

３０
～
４０
分
清
掃
予
定
で
す
が
、
仕
事
、

家
事
等
で
都
合
が
悪
い
方
は
、
１０
分
で

も
１５
分
で
も
結
構
で
す
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

会
長
　
斉
藤
満
男

ＴＥＬ

６

２

１
２

２

３

６

○
平
成
１６
年
５
月

「裁
判
員
の
参
加
す
る

刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し

■〒
F■

森
町」ビ
′日ヽ

フ

′ ‐

ア
イ

ア
襲

"助由
る 。

==か
,
り

裁
判
』目[

1「1
1自F
●L

罐饉鐵鷹欝舅饉鐵爾馘羅疵隆瑕猫
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

近
所
の
猫
が
庭
に
フ
ン
を
し
て
困

っ

て
い
る
…
。
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
も
よ
く

耳
に
し
ま
す
。

近
所
か
ら
直
接
は
苦
情
を
聞
か
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
猫

は
、
犬
の
よ
う
に
つ
な
い
で
飼
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
飼
い

主
の
気
配
り
が
必
要
で
す
。
敷
地
内
に

●

ま
し
た
。
公
布
の
日

（平
成
１６
年
５
月

２８
日
）
か
ら
５
年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま

す
。

○
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁

判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有

罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を

裁
判
官
と

一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度

で
す
。

○
国
民
の
皆
さ
ん
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
が
身
近
で
分
か

り
や
す
い
も
の
と
な
り
、
司
法
に
対
す

る
信
頼
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
が
裁
判
に
参

加
す
る
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
　
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
等
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一●
●
―
・●
．
●
●
●
　
．■
‐
　

●
　
■
●
　
　
‐
．　
　
‐　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ご
存
知
で
す
か
？
●

一
●
●
．
．

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
解
決
制
度

熊
本
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委

員
会
で
は
、
施
設
入
所

。
通
所
、
自
宅

へ
の
訪
問
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
際
の
苦
情
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
本
人
や
家
族
の

ほ
か
、
状
況
を
よ
く
知

っ
て
い
る
代
理

の
方
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
お
守
り
し
ま
す
。

○
相
談
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日

犬

・
猫
に
エ
サ
だ
け
与
え
て
い
る
人

へ

決
ま

っ
た
飼
い
主
の
い
な
い
犬
や

猫
は
、
ゴ
ミ
置
場
を
荒
ら
す
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
他
の
大

・
猫
が
集
ま
っ
て
き
た
り
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
ま
す
ま
す
被
害
、

迷
惑
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
飼
う
な
ら

責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
を
設
け
て
キ
チ
ン
と
し
つ
け
る

な
ど
、
責
任
と
愛
情
を
も

っ
て
飼
い
ま

し
よ
う
。

猫
の
飼
い
主
は
、
周
辺
環
境
に
応
じ

て
屋
内
飼
育
に
努
め
、
や
む
を
え
ず
屋

外
に
出
す
場
合
に
は
首
輪
に
名
札
等
を

付
け
る
な
ど
、
所
有
者
が
明
確
に
で
き

る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

（祝
日

。
年
末
年
始
を
除
く
）

○
時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

鱚
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委

員
会

（熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

２

４

‐
５

４

７

１

高
森
高
校
図
書
館
の
夏
期
開
館

高
森
高
校
で
は
、
夏
期
休
暇
中
も
地
域

の
方
々
に
図
書
館
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

貸
出
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
開

館

日

８
月
・７
日

（火
）
～
８
月
３１
日

（火
）

（月
曜
日
～
金
曜
日
の
み
）

○
開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
都
合
に
よ
り
、
予
定
外
に
閉
館
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来
館
さ
れ
る
前

に
電
話
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

鰊
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校
図
書
館

ＴＥＬ
６
２
‐０
１
８
５

（舛
田
）

南
阿
蘇
鉄
道１
日
フ
リ
ー
キ
ッ
プ

南
阿
蘇
鉄
道
で
は
、
立
野

・
高
森
間
の

各
駅
を
１
日
何
回
で
も
乗
り
降
り
で
き
る

「１
日
フ
リ
ー
キ
ッ
プ
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

水
源
地
め
ぐ
り
、
温
泉
め
ぐ
り
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
阿
蘇
の
大
自
然
を
楽
し
む
際
に
、

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

犬
の
飼
い
主
は
、
犬
を
つ
な
い
で
お

く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
家

の
庭
や
敷
地
内

（
お
り

又
は
囲
い
等
の
障
壁
の
中
で
の
飼
育
以

外
）
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
放
し
飼
い
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
が

「う
ち
の
大
は
大
丈
夫
」

と
思

っ
て
い
て
も
、
思
い
が
け
ず
近
所

や
通
行
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
道
路

や
畑
に
フ
ン
を
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

散
歩
中
も
犬
が
好
き
な
人
ば
か
り
で

は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
飼
い
主
は
通

行
人
と
す
れ
ち
が
う
と
き
は
、
綱
を
短

く
も
ち
か
え
る
な
ど
周
囲

へ
の
十
分
な

気
配
り
と
正
し
い
し
つ
け
に
心
が
け
ま

し
よ
う
。

●
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エ

ッ

家
庭
、
職
場
、
学
校
な
ど
身
近
な
と
こ

ろ
で
木
材
を
利
用
し
た
、
木
の
あ
る
快
適

な
暮
ら
し
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
を
募
集

し
ま
す
。

○
募
集
資
格

県
内
に
お
住
ま
い
の
方

（年
齢
は
不
問
）

○
募
集
方
法

原
稿
用
紙
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め

た
エ
ッ
セ
イ
と
エ
ッ
セ
イ
に
ま
つ
わ
る

写
真
等
を
同
封
の
う
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
県
庁

木
材
流
通
対
策
室
ま
で

○
募
集
締
切
　
９
月
・０
日

（金
）

※
表
彰
式
は
１０
月
に
行
う
推
進
大
会
に
て

行
い
ま
す
。

（表
彰
点
数
５
点
）

褥
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
林
業
振
興
課
木
材
流
通
対
策
室

ＴＥＬ

０

９

６

１
３

８

３

‐
１

１

１

１

（内
線
５
６
４
０
）

感
染
し
た
コ
イ
を
食
べ
て
も
人
体

へ
の
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
県
内
全
域
の
河
川

。
湖
沼
な
ど
で
採
捕

し
た
コ
イ
を
、
他
の
水
域

（他
の
河
川
。

湖
沼
等
）
に
放
流
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

顆
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
林
務
水
産
部
水
産
振
興
課

■
０
９
６
‐３
８
３
‐１
１
１
１

（内
線
５
６
９
３
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

防
災
情
報
の
提
供

熊
本
県
で
は
、
６
月
１４
日
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
県
内
の
雨
量
、
水
位
、
土
石
流

注
意
情
報
な
ど
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
さ
ま

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
秋
頃
に
は
気
象
情
報
も
取

り
込
み
、
情
報
の

一
層
の
充
実
を
図

っ
て

い
く
予
定
で
す
。

熊
本
県
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
ま
た
は
左
記

の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

〓
ご
一＼＞
く
く
く
・σ
Ｏ
Ｃ
∽Ｌ
も
、①
ぃ
″
Ｃ
Ｂ
ω
ョ
〇
一〇
・む

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

～
つ
た
え
た
い
　
わ
た
し
の
想
い
～

人
権
の
大
切
さ
や
、
体
験
を
通
じ
て
感

じ
た
こ
と
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
、
励

ま
し
の
言
葉
な
ど
人
権
に
関
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ

（
１
０
０
字
以
内
、
形
式
自
由
）

を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
資
格

県
内
に
居
住
、
通
勤
、
通
学
の
方

○
募
集
締
切
　
９
月
３０
日

（木
）

瑯
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

４

‐
５

８

２

８Ｈ
リ

L由

２
０
０
４
の
実
施

「ス
ロ
ー
な
阿
蘇
づ
く
り
」
と
は
、
ゆ

っ

く
り
と
歩
く
、
ゆ

っ
く
り
と
自
転
車
を
こ

ぐ
、
そ
ん
な
ス
ピ
ー
ド
で
阿
蘇
の
農
村
や

自
然
の
も

つ
素
顔
の
魅
力
に
触
れ
た
り
、

自
然
案
内
人
や
地
元

の
人
と
の
交
流
に

よ

っ
て
阿
蘇
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る

新
し
い
旅
の
か
た
ち
で
す
。

そ
れ
は
言
葉
を
換
え
る
と
、
農
村
を
楽

し
む
、
商
店
街
散
策
を
楽
し
む
、
自
然
を

楽
し
む
、
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

の
ツ
ー
リ
ズ
ム

（阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
ツ
ー
リ

ズ
ム
）
が
で
き
る
旅
の
シ
ス
テ
ム
と
、
ゆ

っ

く
り
旅
が
で
き
る
交
通
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
。
阿
蘇
の
こ
れ
か
ら
の
旅
の
あ
り
方
や

交
通
の
仕
組
み
を
実
験
し
、
期
間
限
定
か

ら
通
年

へ
と
移
行
さ
せ
て
い
く
も
の
で
す
。

町
村
の
枠
を
超
え
て
広
域
的
に
走
る
循

環
バ
ス

・
接
続
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
交
通

●

体
系
の
整
備
も
行

っ
て
い
き
ま
す
。

○
実
施
期
間

８
月
・７
日

（火
）
か
ら

８
月
３１
日

（火
）
ま
で
の
・５
日
間

○
実
施
内
容

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
で
渋
滞
緩
和

国
道
５７
号
線
の
渋
滞
を
緩
和
し
、
マ

イ
カ
ー
に
よ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
解
消

す
る
た
め
に
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

方
式
を
採
用
。
参
加
者
は
大
津
駅
の
駐

車
場
に
マ
イ
カ
ー
を
置
き
、
Ｊ
Ｒ
な
ど

公
共
の
交
通
機
関
で
阿
蘇
を
訪
れ
る
こ

と
の
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

循
環
バ
ス

・
接
続
バ
ス
運
行

渋
滞
緩
和
の
も
う

一
つ
の
方
策
と
し

て
、
南
郷
谷

（高
森
町

。
白
水
村

。
久

木
野
村
。長
陽
村
）
、
阿
蘇
谷

（
一
の
官
町
。

阿
蘇
町
）
、
小
国
郷

（南
小
国
町

・
小
国

町
）
、
阿
蘇
東
部
高
原

（波
野
村

・
産
山

村
）
、
蘇
陽
町
、
西
原
村
、
熊
本
空
港
を

結
ぶ
バ
ス
を
走
ら
せ
ま
す
。
（１
回
乗
車

１
０
０
円
）
阿
蘇
を
訪
れ
た
人
は
車
が

な
く
て
も
移
動
で
き
る
仕
組
み
に
な

っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
方
々
の
足
と
し
て
も

ご
利
用
し
て
も
ら
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
協
力
い
た
だ
き
通
年
運
行

へ
の
参

考
と
し
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
運
行

自
転
車
で
ゆ

っ
く
り
阿
蘇
を
走
り
た

い
人
の
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
南
阿
蘇

鉄
道
の
協
力
を
得
て
自
転
車
も
乗
れ
る

コ
イ

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
）

病
が
自
川
、
緑
川
、
大
鞘
川
及
び
鏡
川
で

新
た
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

本
病
は
コ
イ

（
マ
ゴ
イ
、
ニ
シ
キ
ゴ
イ
）

以
外
の
魚
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

人
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
仮
に

Ｋ
Ｈ
Ｖ
）
病

イ

コ

ン
ロア
甲D

^
圏
圏

この法律のポイントを教
えてください。

家畜排せつ物の 「野積」と「素堀り」の解消を目的に

したものです。「野積」と「素堀り」が地下水や環境に与
える影響を抑えるために法律がつくられました。畜産農

家は「野積」や 「素堀り」などをしないで適正に家畜排
せつ物の処理を行うよう義務付けられました。

① 0

●)●

●

平成 16年 11月 までに堆
肥舎を必ず建設 しなけれ
ばな りませんか ?

この法律の目的は畜産農家の適正な家畜排せつ物の処
理です。家畜排せつ物の量が比較的少なくビニールシー

トなどを用いて簡易な方法で十分処理できる場合には、

必ずしも堆肥舎を建設する必要はありません。阿蘇地域
には広い牧野がありますので、繁殖牛では放牧を積極的
に行うことにより、処理すべき家畜排せつ物を減 らすこ

とが可能となります。

0

平成 16年 11月 1日 まで
に「素掘 り」はどのよう
にすべきですか ?

素堀 りは地下水への影響が大きいといわれています。
「素堀り」を引き続き尿溜として利用する場合はコンク

リー ト張りやゴムシー ト張りなどで内容物が地下に浸透
しないようにすることが必要です。利用しなくなった素

堀りは内容物を汲み取り処分した後、埋め戻すなどの処
理をとりましょう。

0

生ふんや堆肥を農地に放
置すると法律上問題があ
りますか?

長期間放置は問題となります。ビニールシー トなどを

被せ雨水などで流出しないような対策を講じることが必

要です。堆きゆう肥を肥料として利用するため、農地に

堆積し準備する場合は、長期間放置とならないよう可能
な限り速やかに土壌に鋤き込みましょう。

0

この法 律 はす べ て の 畜
産農家が対象 とな ります
か ?

法律の対象となるのは、次のとおりです。

牛

0

月ZR

鶏 2,000

※対象とならない農家の皆さんも、野積や素堀 りは行わ

ないようにしましょう。

(内線 344・ 357)
(内線 355)

剋お問い合わせ先 阿蘇地域振興局農業振興課
阿蘇農業改良普及センター

TEL0 9 6 7-22-1111

■L0967-22-1111

10頭以上
10頭以上
100頭以上
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◎お知らせのべ■ジ

「家畜排せつ物法」11月から本格
平成 16年 11月から家畜ふん尿の管理に関する法律が

本格運用され、野積や素堀りは違法行為となり処罰されます。

そこで、この法律について確認していただくため

Q&Aに まとめてみました。

家 ―畜  _ 饉機因 な
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７
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
、
「第
９
回

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
内
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
七
夕
飾

り
が
７５
基
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
ト
ン
ネ
ル
外
で
は
、
出
店
組
合
等

か
ら
特
産
品
の
出
店
や
湧
水
館
で
の
七
夕

書
道
展
、
「
や
ま
め
」

つ
か
み
取
り
大
会

な
ど
も
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
高
森

町
の
涼
を
満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

低
く
重
く

続
け
ま
し
た
。

い
か
ら
始
ま

踊
り
。
や
が
て

〓

う
よ
う
に
、
女
性
の
声

即
興
的
男
女
の
掛
け
合
い
の

力

″

と
舞
え

●

遺
産
を
残
し
て
い
る
。

歌
い
継
げ
る
、
し
つ

る
人
達
は
、
高
齢
者

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
地

区
で
生
ま
れ
た
か
ら
、
誰
で
も
神

楽
が
舞
え
る
わ
け
で
は
な
い
し
、

誰
で
も
太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
と
る
こ

と
と
て
、
容
易
で
は
な
い
。
過
疎

化

。
少
子
化
、
若
者
が
少
な
く
な

る
な
か
で
、
祭
り
が
近
づ
く
と
、

後
継
者
と
目
さ
れ
る
人
達
は
、
そ

れ
が
苦
痛
に
な
る
と
言
い
ま
す
。

明
治
と
言
う
、
今
ま
で
の
私

達
の
国
が
体
験
も
し
た
こ
と
も
な

い
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
革
を
望

ん
だ
時
代
、
熊
本
五
校
の
外
国
人

教
師
に
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー

ン
が
い
ま
し
た
。
彼
は
日
本
人
及

び
日
本
国
の
、
近
代
化
教
育
を
目

的
と
し
て
、
政
府
に
よ
っ
て
招
請

さ
れ
た
外
国
人
教
師
で
あ
り
ま
し

た
。
彼
が
当
時
日
本
を
著
し
た
書

物
を
ひ
も
と
い
て
い
く
と
、
伝
統

的
な
事
柄
の
衰
退
と
、
小
西
洋
人

に
な
っ
て
し
ま
う
日
本
人
へ
の
衰

惜
そ
し
て
憂
い
。
近
代
化
と
し
て

捨
て
去
ろ
う
と
す
る
日
本
人
の
伝

統
文
化
に
、
あ
え
て
自
ら
を
小
泉

八
雲
と
名
乗
り
、
日
本
人
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
問
う
た
の
で
あ

り
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
は
、
日
本
人
が
創
造

し
た
世
界
語
に
な
り
ま
し
た
。
カ

ラ
オ
ケ
で
歌
わ
れ
る
、
そ
れ
が
、

ヒ
ツ
ト
曲
と
な
る
た
め
の
、
最
大

要
因
で
あ
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

明
治
政
府
は
、
近
代
化
を
目
指
し

多
く
の
欧
米
諸
国
の
楽
曲
を
紹
介

し
ま
し
た
。
私
達
が
懐
か
し
く
思

う
、
「蛍
の
光
」
「埴
生
の
宿
」
他

等
が
そ
れ
で
す
が
、
愛
唱
歌
と

し
て
永
く
今
日
ま
で
親
し
ま
れ
て

い
る
そ
れ
ら
の
曲
に
は
、
「
フ
ァ
」

と

「シ
」
の
音
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
当
時
の
音
楽
教
育
現
場

に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
無

数
の
欧
米
諸
国
の
楽
曲
。
そ
れ
ら

は
、
近
代
音
楽
の
音
階
に
よ
り
作

曲
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
近
代
化

を
西
洋
化
だ
と
し
て
歩
み
は
じ
め

た
日
本
人
に
、
感
性
は
、
歌
い
継

が
れ
る
べ
き
、
そ
し
て
愛
唱
さ
れ

る
べ
く
楽
曲
を
、
無
意
識
の
中
で

「
フ
ァ
」
「シ
」
抜
き
か
ら
選
び
ま

し
た
。
伝
承
的
日
本
の
音
階
は
、
五
度

●

で
表
現
さ
れ
、
西
洋
的
八
度
の
音

階
を
用
い
て
初
め
て
作
曲
さ
れ
た

の
が
、
滝
廉
太
郎
の

「荒
城
の
月
」

で
し
た
。
日
本
音
階
は
、
五
度
と

言

っ
て
も
、
「
フ
ァ
」
の
音
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
詳
細
な

紹
介
は
避
け
ま
す
が
、
私
達
の
伝

統
芸
能
が
、
若
い
人
達
に
受
け
入

れ
難
い
と
す
る
、
そ
の
遠
因
が
こ

の
音
階
に
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
採
譜
し
な
が
ら
、
日

本
の
伝
統
音
楽
と
、
今
、
若
者
に

熱
狂
的
な
ヒ

ッ
ト
曲
を
提
供
し

て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
意
外

な
点
で
の

一
致
を
見
い
だ
し
ま
し

た
。浜
崎
あ
ゆ
み
の
楽
曲
の
多
く

は
、
「
フ
ア
」
と

「
シ
」
の
音
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。　
一
時
期

多
く
の
カ
ラ
オ
ケ
フ
ァ
ン
が
熱
唱

し
た
、
谷
村
新
司
の

「昴
」
、
他

に
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
あ

り
ま
す
。
古
く
さ
く
、
現
代
的
で

は
な
い
と
し
て
、
遠
ざ
か
ら
れ
よ

う
と
し
た
伝
統
音
楽
と
芸
能
。
し

か
し
私
達
の
魂
は
、
時
に
抗
す

る
が
如
く
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で

作
曲
さ
れ
る
時
代
に
な

っ
て
も
、

「
フ
ア
」
と

「
シ
」
抜
き
音
階
の

楽
曲
が
、
じ

つ
は
多
く
の
人
達

に
支
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。

社
倉
盆
踊
り

ｏ
野
尻
盆
踊
り

ｏ

峰
の
宿
バ
ン
バ
踊
り
は
、
土
着
的

信
仰
、
精
霊
と
の
対
話
か
ら
、
仏

教
思
想
の
影
響
下
、
黒
潮
的
歌
垣

の
特
徴
を
残
し
た
盆
踊
り
で
あ
り

ま
す
。
新
盆
の
家
々
を
回
り
、
故

人
の
家
の
庭
先
で
祖
霊
を
慰
め
、

愛
し
き
人

へ
の
思
い
に
問
い
か
け

る
様
な
形
式
を
も
っ
て
、
地
区
総

出
で
謳
い
踊
る
。
盆
を
迎
え
る
と

帰

っ
て
く
る
と
す
る
魂
に
、
安
ら

か
な
れ
と
願
い
、
亡
き
人

へ
の
思

い
を
悲
痛
な
ま
で
に
断
ち
切
る
、

儀
式
と
も
い
え
る
地
区
人
の
気
遣

い
。
失
い
か
け
よ
う
と
す
る
、
本

来
私
達
が
も

っ
て
い
る
で
あ
ろ

う
、
社
会
と
し
て
の
慈
し
む
心
。

か
つ
て
高
森
の
盆
に
は
、
歌
垣

の
調
べ
が
、
何
処
彼
処
に
あ
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
盆
を
迎
え
る
行

事
と
し
て
、
旧
校
区
と
し
て
復
活

し
た
峰
の
宿
バ
ン
バ
踊
り
、
そ
し

て
社
倉
盆
踊
り
。
心
の
あ
り
よ
う

に
立
ち
返

へ
る
と
す
る
絆
が
、
素

晴
ら
し
い
高
森
の
人
と
自
然
を
残

し
て
く
れ
ま
し
た
。

野
の
花
に
帰
っ
て
く
る
、
精
霊
。

手
向
け
る
そ
の
花
達
は
、

こ
の

自
然
だ
か
ら
出
せ
る
愛
し
き
人
の

色
。
歌
垣
の
盆
。
誇
れ
る
私
達
の
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
の
回
帰
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

ｐ
グ
ダ

■
写

・　
　
　
●

ブ
＾

賊

為

ヽ

を
呈
す
る
歌
謡
形
態
を
、
歌
垣
と

言
い
ま
す
。
か
つ
て
の
、
草
部
北
部

小
学
校
。
子
供
達
の
歓
声
が
こ
だ

ま
し
た
体
育
館
で
、
祭
り
の
準
備

を
さ
れ
て
い
る
旧
草
部
北
部
小
学

校
校
区
の
人
達
の
、
そ
の
歌
声
を
、

目
を
開
じ
て
聞
い
て
い
る
と
、
私

が
青
年
期
を
過
ご
し
た
、
椰
子
の

実
と
芭
蕉
の
緑
、
南
の
島
々
に
い

る
か
の
錯
覚
を
覚
え
ま
し
た
。
録

音
テ
ー
プ
を
ま
わ
し
、
採
譜
す
る
。

手
ま
り
唄
、

子
守
唄
、
神

楽

唄
、
社
倉

盆
踊
り
唄
、

地

つ
き
唄
、

御

御

輿

唄

他
等

々
。
そ

の
よ
う
な
作

業

を
、
も
う

二
十
余
年
も

私
達
の

故
郷
に
は

ん
な
に

●

●
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◆
免
除
申
請
の
締
め
切
り
せ
ま
る

自
営
業
や

ア
ル
バ
イ
ト
の
方
に
は

【保
険
料
免
除
制
度
】

申
請
免
除
に
は
、
保
険
料
の
全
額
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る

「全
額
免
除
」
と
保
険

料
の
半
額
を
納
め
半
額
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る

「半
額
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。
老
齢

基
礎
年
金
に
は
、
全
額
免
除
期
間
は
３
分

の
１
、
半
額
免
除
期
間
は
３
分
の
２
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
で

「免
除

申
請
書

（全
額

・
半
額
）
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

社
会
保
険
事
務
所
が
前
年
の
所
得
な
ど
を

審
査
し
た
結
果
と
し
て
、
承
認

・
却
下
の

通
知
書
を
お
手
元
に
郵
送
し
ま
す
。

免
除

（全
額

・
半
額
）
が
承
認
さ
れ
た

場
合
は
、
申
請
し
た
月
の
前
月
か
ら
６
月

ま
で
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
の
納
付

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

半
額
免
除
の
承
認
を
受
け
た
場
合
は
、

新
た
に
送
付
さ
れ
て
く
る
半
額
保
険
料
の

納
付
書
で
、
半
額
保
険
料
を
納
め
て
く
だ

さ
い
。
半
額
の
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と

未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
１６
年
度

（平
成
１６
年
７
月
～
平
成

１７
年
６
月
）
の
免
除
受
付
は
８
月
末
日

ま
で
で
す
。
高
森
中
央
出
張
所
、
草
部

出
張
所
、
野
尻
出
張
所
で
も
受
付
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
の
１
号

被
保
険
者
は
適
時
受
付
を
行
い
ま
す
。

●
免
除
申
請

の
審
査
基
準

免
除
申
請
者

・
配
偶
者

。
世
帯
主
の
前

年
所
得
に
基
づ
い
て
審
査
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
全
員
に

つ
い
て
前
年
所
得
が
各
々

一
定
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
①
前
年
所
得

（収
入
）
が
少
な
い
人

②
失
業
、
事
業
の
廃
止
、
天
災
な
ど
に
あ

っ

た
人

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前
年

の
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外
の

扶
助
を
受
け
て
い
る
人

●
手
続
き
に
必
要
な
も

の

①
年
金
手
帳

②
印
か
ん

③
市
区
町
村
で
前
年
所
得
な
ど
の
把
握
が

で
き
な
い
人

（転
入
者
な
ど
）
は
、
前

年
所
得
を
証
明
す
る
も
の

④
失
業
を
理
由
と
す
る
と
き
は
左
記
の
書

類

（
コ
ピ
ー
可
）

鞣
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

脩
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

輻
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認

通
知
書

蜀
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
辞
令

鰈
離
職
者
支
援
資
金
貸
付
制
度
の
貸
付

金
を
受
け
た
場
合
は

「貸
付
決
定
通

知
書
」
等

学
生
の
方
に
は

（定
時
制

・
通
信
制
も
）

【学
生
納
付
特
例
制
度
】

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
６８
万
円

（収

入
で
１
３
３
万
円
）
以
下
等
で
あ
れ
ば
、

役
場
の
国
民
年
金
係
で

「学
生
納
付
特
例

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
社
会
保
険
事
務

所
が
前
年
所
得
な
ど
を
審
査
し
た
結
果
と

し
て
、
承
認

・
却
下
の
通
知
書
を
お
手
元

に
郵
送
し
ま
す
。

承
認
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
し
た
前
月

か
ら
年
度
末

（３
月
）
ま
で
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も

の

①
年
金
手
帳

②
印
か
ん

③
学
生
証

（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在
学
証

明
書

④
市
区
町
村
で
前
年
所
得
な
ど
の
把
握
が

で
き
な
い
人

（転
入
者
な
ど
）
は
、
前

年
所
得
を
証
明
す
る
も
の

⑤
会
社
等
を
退
職
し
て
学
生
に
な
っ
た
と

き
は
左
記
の
書
類

（
コ
ピ
ー
可
）

餅
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

馘
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
　
等

鵞
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課
国
民
年
金
係

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

●  ●

●   ●

ユースホステル協会、第二桜 ヶ丘

保育園 (熊本市 )、 岩下りんどう園、

ツツミ薬局、県立保育大学 (熊本市 )、

福永測量設計、 リハセンターひばり
(白水村 )、 高森東中学校、伊澤製作

所熊本工場、おやど灯里、早川製作

所熊本工場、富士造園土木、桜ヶ丘

児童館 (植木町)、 高森中央小学校、

阿蘇郡森林組合高森支所、高森保育

園、青山製作所熊本工場、高梢、た

かもり花高原、そば処慶恩、s� le

heart(富合町 )、 高森中学校、はな
しのぶ高原ペンション村、食膳渡辺、

石原建設、花朋、高森幼稚園、立正

福祉会高森寮、高森東中共同調理場・

スクールバス職員、高森町建設業組

合、幸せ家族 (宇土市)、 観光協会・

森の風、南阿蘇訪問介護事業企業

組合、西部開発 (熊本市 )、 熊本県

信用組合高森支店、肥後銀行高森支

店、山見茶屋、高森郵便局、高森温

泉館、休暇村南阿蘇、阿蘇観光タク

シー、高森田楽村、高森高校 1年生

(4基 )、馬原内科医院、高森町商工会、

南阿蘇鉄道、後藤樹木園、高森中央

小共同調理場、豊前屋本店、 JA阿
蘇高森中央支所、上在子供学習会、

野尻・河原・草北保育園、平田医院、

特別養護老人ホーム梅香苑、高森町

社会福祉協議会、色見保育園、草部

保育園、草部中学校、草部南部小学

校、高森東小学校、高森町水道事業

組合、ひゆがや、小森田隆弘 (植木

町)、 その他役場内の各課・所・局・

室 (7基 )
総計 73基の出展でした。

Ｓ
の
・Ｋ
た
う
に
帰
げ
Ｄ
〓ｏ
衆
八爪
「は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」

野
の
花
た
ち
に
捧
げ
る
音
楽
祭

「は
な

し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
６
月
２７
日
、
休

暇
村
南
阿
蘇
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

訪
れ
た
約
１
３
０
０
人
の
聴
衆
が
マ
ン
ド

リ
ン
の
繊
細
な
調
べ
や
さ
わ
や
か
な
歌
声

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

雨
が
心
配
さ
れ
、
阿
蘇
野
草
園
か
ら
セ

ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
に
変
更
さ
れ
た
会
場
に

は
、
阿
蘇
の

一
部
だ
け
に
自
生
し
、
特
定

国
内
希
少
野
生
動
植
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
や
ツ
ク
シ
マ
ツ
モ
ト
な
ど

５０
鉢
が
飾
ら
れ
、
熊
本
市
の
尚
綱
中
学

・

高
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
２２
人

が

「世
界
に

一
つ
だ
け
の
花
」
「ふ
る
さ

と
」
、
組
曲

「は
な
し
の
ぶ
」
な
ど
１２
曲
を

演
奏
。
高
森
中
央
小
学
校
５
年
生
６８
人
も

「野
に
咲
く
花
の
よ
う
に
」
な
ど
を
合
唱
し
、

盛
ん
な
拍
手
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
が
コ
ン
サ
ー
ト
用

に

一
般
募
集
し
た

「阿
蘇
の
野
の
花
」
歌

詞
募
集
で
特
選
に
選
ば
れ
た
埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
、
釘
嶋
十
三
枝
さ
ん
の
作
品

「あ
な
た
が
描
い
た
阿
蘇
の
花
」

の
演
奏

や
、
４
月
末
に
皇
居
か
ら
佐
藤
武
之
さ
ん

（高
森

。
昭
和
）
に
贈
ら
れ
た
ハ
ナ
シ
ノ

ブ
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
図
６
２
‐
１
１
１
１
　
回
６
２
‐
１
１
７
４

「
ろ

「
る

．暉

ヽ
す

コ
ン
テ

７
ト

「は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

日
が
晴
れ
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い
を

込
め
て
、
高
森
町
観
光
協
会
が
募
集

を
行
っ
た

『第
１４
回
て
る
て
る
ば
う

ず
コ
ン
テ
ス
ト
』
に
は
３４
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。　
コ
ン
サ
ー
ト
来
場

者
の
投
票
で
金
賞
に
は
財
津
書
道
教

室
の

「水
玉
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

財津書道教室の金賞作品

瘍攣|
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国
民
年
金
だ
よ
り
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lr/onthly Flash News

韓
国
の
踊
り
と

太
鼓
を
体
験

草
部
南
部
小
学
校
で
熊
本
県
と
本
町
の
共

催
に
よ
り
、
演
劇
、
声
楽
な
ど
７
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
１
つ
を
選
び
体
験
す
る

「県
い

き
い
き
芸
術
体
験
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
小
学
校
、
高
森
東
小
学
校
、
高
森
東
中

学
校
が
参
加
し
た
教
室
で
は
、
韓
国
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
２
人
が
、
韓
国
の
代
表
的
な
太
鼓

を
使
う

「チ
ャ
ン
ゴ
の
踊
り
」
や
頭
に
付
け

た
長
い
リ
ボ
ン
を
回
し
な
が
ら
踊
る

「サ
ン

モ
の
踊
り
」
な
ど
を
披
露
。
生
徒
た
ち
は
慣

れ
な
い
リ
ズ
ム
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
楽
し

そ
う
に
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

高
森
東
小
学
校
で
は
、
同
校
と
草
部
南
部

小
学
校
の
児
童
が

一
緒
に
学
習
す
る
こ
と
に

よ
り
、
お
互
い
を
知
り
、
学
校
統
合
に
向
け

て
、
仲
良
く
協
力
し
て
い
こ
う
と
交
流
会
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
や
学
校
自
慢
ク
イ
ズ
な

ど
の
交
流
会
の
ほ
か
、
給
食
も
輪
に
な
っ
て

食
べ
る
な
ど
、
お
互
い
の
交
流
を
さ
ら
に
深

め
て
い
ま
し
た
。学
校
統
合
に

向
け
て
の
交
流

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

後
藤
　
愛
子

佐
藤
多
可
雄

佐
藤
　
重
信

松
山
キ
ヨ
子

上
井
加
根
女

後
藤
　
信
子

佐
楢
見
乱
坊

岡
本
　
琴
司

林
　
　
不
忘

桐
原
　
白
酔

松
野
　
笑
声

聯史芸
POETRY PAGE

一
喜

一
憂
す
る
水
位

し
　
団
体
で
来
る
見
舞
い
客

て
　
す
ぐ
立
つ
稽
古
す
る
子
山
羊

水
枕
　
ど
し
こ
待

っ
て
も
替
え
に
来
ん

話
ィ
な
ら
ん
　
瑞
穂
の
国
が
米
買
う
て

雨
ン
中
　
犬
に
引
か
れ
て
散
歩
さ
す

誕
生
し
て
　
砂
湯
か
ぶ
り
も
日
帰
り
で

水
枕
　
仮
病
に
ゃ
ち

っ
と
冷
え
す
ぎ
る

話
ィ
な
ら
ん
　
そ
ん
物
差
の
狂
う
と
る

雨
ン
中
　
夫
婦
で
手
植
え
す
る
棚
田

痛
し
痒
し
　
増
築
す

っ
と
暗
う
な
る

水
枕
　
漫
画
読
み
よ
る
保
健
室

雨
ン
中
　
鯉
ヘ
ル
ペ
ス
の
浮
か
っ
と
る 0●  ●

●   ●

阿南君・森君 (高森東中)
バドミントンで韓国に派遣

痛
し
痒
し
　
補
欠
の
親
も
甲
子
園

ゆ
っ
く
り
と
遮
断
機
上
り
青
田
風

合
歓
の
葉
の
早
や
閉
じ
る
頃
長
居
し
て

冷
蔵
庫
満
し
て
子
等
の
帰
り
待
つ

寄
せ
植
え
は
な
べ
て
お
形
見
梅
雨
の
庭

神
官
も
健
脚
な
り
し
山
開
き

著
荷
葉
で
く
る
ん
で
帰
る
右
荷
の
子

さ
わ
／
ヽ
と
風
音
や
さ
し
稲
育
つ

広
辞
苑
厚
し
重
た
し
老
の
夏

梅
干
す
や
祖
母
の
教
え
の
そ
の
ま
ま
に

浮
雲
の
殊
に
真
白
梅
雨
明
く
る

母
の
忌
に
兄
弟
減
り
し
夏
座
敷

高森東中学校の阿南龍之介君 (3年)と 森

隆志君 (2年)が、第 8回 日韓スポーツ交流
事業 。青少年スポーツ交流事業における熊本

県選手団に選ばれました。

8月 16日 から7日 間、バ ドミントン競技

で韓国に派遣される阿南君と森君は「韓国の

中学生と試合をするのはとても楽しみ」と話

していました。

機弊

コ
「

デンソーチーム
ソフトボール実技指導

日本女子ソフトボール 1部リーグのデンソーソフト

ボールチームが、高森中学校グラウンドで本町や近隣

町村の子どもたちに実技指導を行いました。

同チームは、山村広場を主会場に 7月 10日 から
12日 間の日程で練習を実施。その合間をぬって、
キャッチボールなどの基本的な指導にあたりました。

日本 トップクラスの選手のプレーに、子どもたちは目

を輝かせながら、熱心に指導を受けていました。

浦
塚
　
南
天

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
寿
子

山
村
ふ
み
子

井
村
ひ
さ
し

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子
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肥

後

狂

句

葉
　
月
　
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

更の省エネ!
夏は電力の消費量がグーンとはね上が

る季節。家電品の中で特にそのウエイ ト

が高いのがエアコンと冷蔵庫で、家庭の

消費電力量の約 41%を 占めています。で
も家電品を上手に使えば、電気のムダ使

いは防く
｀
ことができるもの。それは電気

代の節約だけでなく、二酸化炭素の排出

を少なくして、地球温暖化の防止にもつ

ながります。 8月 1日 は夏の「省エネ総
点検の日」。この夏から、かしこくシンプ

ルな省エネライフスタイル「スマー トラ

イフ」を始めてみましょう。

書エネのカギを握る
エアコンと冷蔵庫
エアコンの上手な使い方
―夏の設定温度は 28℃を目安にしましょう。

1扇風機の併用で、部屋全体にエアコンの風を行き渡

らせましょう。
一
冷房の不必要なつけっばなしをしないようにしま

しょう。

・窓にカーテンやブラインドをつけて熱の侵入を防ぎ

ましょう。
・エアコンのフィルターはこまめに掃除しましょう。

冷 蔵 庫 の 上 手 な 使 い 方

熱いものは冷ましてから入れましょう。

・ものを詰め込み過ぎないように整理整頓に気をつけ

ましょう。

冷蔵庫は壁から適当な間隔をあけて設置しましょう。

冷蔵庫の扉を開けている時間を短<しましょう。

・ 冷蔵庫の扉は開閉回数を少なくしましょう。

（高
森
菜
の
花
句
会
）
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消
費
税

・
地
方
消
費
税

（個
人

事
業
者
サ
の
中
間
申
告
と
納
税

平
成
１５
年
分
の
確
定
消
費
税
額
が
４８
万
円
を
超
え
る
個
　
　
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
盗
防
止
　
　
　
　
　
　
一

人
事
業
者
の
方
は
、
平
成
１６
年
分
の
消
費
税
及
び
地
方
消
　
　
○
自
動
車
の
カ
ギ
は
必
ず
抜
い
て
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
　
一

費
税
に
つ
い
て
中
間
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
ま
し
よ
う
。

そ
の
方
々
の
う
ち
、
確
定
消
費
税
額
が
４
０
０
万
円
以
　
　
○
オ
ー
ト
バ
イ
は
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
と
補
助
錠
で
二
重
　
一

下
の
方
の
申
告
期
限
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
ロ
ツ
ク
を
し
ま
し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

【中
間
申
告

・
納
期
限
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
自
転
車
も
補
助
錠
で
二
重
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
よ
う
。　
　
一

８
月
３１
日

（火
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
上
ね
ら
い
防
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

【中
間
申
告
納
付
額
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

一
寸
の
あ
い
だ
と
思

っ
て
も
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
確
実

一

平
成
１５
年
分
の
確
定
消
費
税
額
の
２
分
の
１
　
　
　
　
　
一　
　
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（
「仮
決
算
」
に
よ
り
中
間
申
告
し
納
税
す
る
こ
と
も
で

一
〇
車
内
に
は
、
現
金
や
バ
ッ
ク
類
を
絶
対
に
置
か
な
い
　
一

き
ま
す
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
（車
内
に
金
品
を
置
い
て
お
く
　
・

な
お
、
平
成
１５
年
分
の
確
定
消
費
税
額
が
４
０
０
万
円

一‐
　

こ
と
が
、
ド
ロ
ボ
ー
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

を
超
え
る
方
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
期
限
や
納
付
額
が

一　
空
き
巣
ね
ら
い
防
止

異
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

一
寸
の
外
出
や
近
所

へ
の
買
い
物
で
も
、
必
ず
カ
ギ
　
・

消
費
税
の
こ
と
で
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
　
　
　
を
掛
け
て
外
出
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
　
　
○
外
泊
時
に
は
、
お
隣
に

一
声
か
け
て
留
守
番
を
頼
み

尋
ね
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１
　
　
　
　
　
０
ド
ア
に
は
二
重
ロ
ッ
ク
、
窓
に
は
補
助
錠
を
し
ま
し
よ
　
一

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
９
　
　
　
　
　
　
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
ド
ロ
ボ
ー
は
光
や
音

。
人
声
を
嫌
い
ま
す
。
屋
外
の
光

一

セ
ン
サ
ー
や
警
報
ブ
ザ
ー
、
大
な
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。　
一

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ミニバスケットで
企業間の交流

工業団地企業連絡協議会のレクリエーション大

会が高森中央小学校体育館で開催され、約 80人

がミニバスケットで汗を流しました。

この協議会では、春・秋の交通安全キャンペー

ンヘの参加や、工業団地内の共同草刈など日頃か

ら合同で事業を展開しています。

大会では、各企業ごとにチームを編成してトー

ナメントを行い、企業間の交流が図られました。

社会を明るくする運動
7月 は「社会を明るくする運動月間」。      _

⌒

この日は、阿蘇南部保護司会と高森町更正保護  ‐
婦人会が、理解を深めていただこうと啓発運動の

一環として合同パレードを実施。住み良いまちづ

くりを家庭や地域く
゛
るみで実現できるよう、協力

を呼びかけていました。

●

陸
上
自
衛
隊
が

津
留
地
区
で
山
地
機
動
訓
練

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

0

0

熱
中
症
と
は
Ｐ
¨

熱
中
症
は
、
熱
波
に
よ
り
主
に
高
齢
者
に
起
こ
る
も
の
、

幼
児
が
高
温
環
境
で
起
こ
る
も
の
、
暑
熱
環
境
で
の
労
働

で
起
こ
る
も
の
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
起
こ
る
も
の
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

労
働
中
に
起
こ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
労
働
環
境
改
善

な
ど
に
よ
り
以
前
に
比
べ
減
少
し
て
き
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
の
環
境
条
件
に
よ
り
増
加
傾
向
が
伺

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
お
い
て
は
、　
一
時

増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
後
減
少
に
転
じ
ま
し
た
が
、
下

げ
止
ま
り
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
お
り
、
依
然
、
死
亡

事
故
が
無
く
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
と
い
う
と
、
暑
い
環
境
で
起
こ
る
も
の
、
と
い

う
概
念
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
や
活
動

中
に
お
い
て
は
、
体
内
の
筋
肉
か
ら
大
量
の
熱
を
発
生
す

る
こ
と
や
、
脱
水
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
寒
い
と
さ
れ
る

環
境
で
も
発
生
し
う
る
も
の
で
す
。
実
際
、
１‐
月
な
ど
の

冬
季
で
も
死
亡
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
開

始
か
ら
比
較
的
短
時
間

（３０
分
程
度
か
ら
）
で
も
発
症
す

る
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

南
部
分
署
　
ＴＥＬ
６
２
‥
９
０
３
４

火
事

・
救
急

・
救
助
は
１
１
９
番
　
　
　
　
　
・

自慢の子牛が勢揃い

南阿蘇畜協家畜市場では、畜産農家の意欲向上

と畜産振興の推進を目的として、「第 46回優良子

牛保留奨励品評会」が開催されました。

この品評会は、町主催により毎年開催している

もので、各農家自慢の雌牛 58頭が勢揃い。資質・

体形 。発育などについて厳しい審査が行われまし

た。

優等賞は次のとおりです。

若令の部 す ず か 。草村 秀章 (野尻・倉地)
壮令の部 とみしげ・芹口 秀吉 (芹口。芹口)
黒毛の部 さ お り。増田喜久吉 (中 ・祭場)

陸上自衛隊北熊本駐屯地第 8偵察隊の山地機動

訓練が津留地区で行われ、隊員 78人が野尻林業

センターに宿泊し、祖母山などで訓練を行いまし

た。

期間中、野尻林業センターやその周辺の清掃に

ご協力いただき、また、夜は地元父兄会との交流

会を楽しみました。
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そ
れ
に
、
面
接
で
家
族
構
成
と
か

家
庭
環
境
を
聞
か
れ
て
イ
ヤ
な
思
い

を
し
た
っ
て
い
う
友
達
も
い
た
よ
。

結
婚
の
時
、
同
和
地
区
の

人
だ
な
ら
っ
て
断
る
こ
と
が

ま
だ
ま
だ
あ
る
っ
て
間
＜
わ
。

出
生
地
と
が
自
分
で
は

選
べ
な
い
こ
と
で
し
よ
う
。

《同和問題はいまも身近にある

「現実」です》

本籍 。宗教 。思想・親の職業など、個人の能力

や適性とは関係のないことや、本来自由である

べき事項によって就職や結婚が決められるとした

ら、あなたはどう感じますか ?自 分のみに置き

換えて考えてみれば、それが明らかに人権を侵害

した行為だということが分かるはずです。ところ

がインターネットでの差別的書き込みなど新たな

悪質な差別行為が発生しています。

同和問題など、あってはならない差別は、決し

て過去のものでも遠くのものでもなく、今なお、

「身近な問題」であり、「解決すべき問題」なのです。

ヽ
ヽ

明るく健康で
老人クラブ演芸大会

高森町老人クラブ連合会主催による、「第 34回老

人クラブ演芸大会」が林業総合センターで開催され、

出演者が歌や踊 りの出しものを熱演し、楽しい 1日

を過ごしました。

老人クラブ連合会は、クラブ数 18、 会員数 922

人で、日々励まし合い、助け合いながらさまざまな

活動を元気に展開しています。

高森町文化協会
25周年記念行事

梅香苑で南里恵さん
ミニコンサート

●  ●

齢

●

高森町文化協会 25周年記念行事として、「藤

豊会」舞踊公演会が林業総合センターで開催され

ました。

「藤豊会」 (藤間富士齋主宰)の会員が「寿式三

番雙」や 「火の国旅情」など、義太夫や日舞 11

番組を披露。約 250人 の観客が優雅な舞を堪能

しました。

『過
去
の
も
の
で
も

自
分
と
は
無
関
係
な

こ
と
で
も
な
い
』
。

だ
か
ら
無
く
し
て

い
か
な
く
ち
ゃ
。

|

』

　

さ

ヽ

つ
　
　
　
も
ん

一
に
い

一
差
別
の
問
題
は

キ

/イ

〃

●   ●

梅香苑では、演歌歌手の南里恵さんによるミニ

コンサー トが開かれました。

南さんは、全国の福祉施設を回って ミニコン

サー トを開いてお り、この日も 「あんたの天下」

など8曲を熱唱。入所者、デイサービス利用者約

80人は、握手をしたり、一緒に歌ったりしながら、

南さんのステージを楽しみました。熱中症にならないように
上手に水分を補給しよう !

夏場は汗をたくさんかきます。これは汗をかく

ことで体温調節をしているためで、体にとって、

とでも大切なことです。また、適度な水分を補給

しないと、熱中症などになってしまう場合があり

ますので気をつけましょう。

炎天下で運動をする場合は、運動の 2時間前く

らいに 250～ 500 m lく らいの水分を補給し、練

習中もこまめに水分を取るようにしましょう。激

しい運動をする場合はスポーツドリンクなどで、

ミネラル分を補うことも大切でですが、飲みすぎ

には気をつけるようにしましょう。

瑞宝単光章受賞
島田信行さん (本町出身)

岐阜県可児市の島田信行さんが、防衛功労により端宝単光章を受賞され

ました。

島田さんは、中学卒業までの約 15年を本町 (下町)で育ち、昭和 36年

に陸上自衛隊に入隊。平成 9年まで 36年間、国の防衛に尽力されました。

島田さんは、「受賞させて頂き、たいへん感激している。高森町のことは、

広報たかもりやテレビでとても懐かしんでいる」と話されていました。

.1, TAKAMORI TOWア N-2004.08
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そ
う
な
の
―
や

っ
ぱ
り

世
の
中
も
い
い

方
向
に
変
わ
っ

て
き
て
る
ん
だ
―

ん
だ
よ
ｃ

習
で
本
人

つ

な
つ

た

や

の

っ
た

の
を

し

て
い
る

え
て
い
る
よ
ｃ

で
も
そ
ん
な
こ
と
あ
る
の
か
ね
え
？

あつさり野蕪のサラグバんメザントレッシング
□材料 (6人分 )
トマト1個、きゅうり
1本、大根 300g、 塩
少々、レタス 4枚、パ
ルメザンドレッシング
大さじ5

□作り方
① トマトは湯むきし、1～ 2 cmの 角切りにする。
レタスは一国大にちぎっておく。

②きゅうり、大根はトマトより小さめの角切りに

する。
③②をボウルに入れ、塩少々ふり、水気をしぼる。

④ トマトと③をパルメザンドレッシングで和え
る。

⑤器にレタスをおき、和えた野菜を盛る。
※パルメザンドレッシングが無い場合は、フレン

チドレッシングに粉チーズを混ぜるか、お好み
のドレッシングでもできます。

ま～す
ｆ

υ
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講

保

健

師
か
ら
あ
な
た

へ
の

′
４
　

′

嚇
一協
一知
っ
て
お
こ
う
！
「熱
中
症
」

夏
真

っ
盛
リ
ー
今
年
も
各
地
で
熱
中
症
で
倒

れ
る
人
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
「熱
中
症
」
と

は
、
日
射
病
や
熱
射
病
な
ど
の
総
称
で
、高
温
下

で
運
動
や
労
働
に
よ
り
、
発
汗
機
能
や
循
環
器

系
に
異
常
を
き
た
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
体

温
が
上
昇
し
、
発
汗
停
止
と
と
も
に
虚
脱
・け
い

れ
ん
・精
神
錯
乱
・昏
睡
な
ど
を
起
こ
し
、
生
命

の
危
険
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
差
し
が
強
く
、
気
温
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
す

る
夏
場
は
、
思
い
が
け
ず
症
状
の
進
行
も
早
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
し
か
も
、炎
天
下
ば
か

り
で
な
く
室
内
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。

◆
熱
中
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

そ
も
そ
も
人
の
体
に
は
、
①
皮
膚
の
表
面
か
ら
空
気

中

へ
熱
を
放
出
す
る
。
②
汗
を
か
き
、
そ
の
汗
が
蒸
発

す
る
と
き
に
熱
を
奪
う
。
と
い
う
体
温
を
調
節
す
る
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。

体
温
よ
り
も
気
温
が
低
け
れ
ば
、
皮
膚
か
ら
空
気
中

へ
熱
が
移
り
や
す
く
、
ま
た
、
湿
度
が
低
け
れ
ば
汗
を

か
く
こ
と
で
熱
が
奪
わ
れ
、
体
温
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
気
温
が
体
温
よ
り
高
く
な
る
と
、
空
気
中

へ
の
熱
の
放
出
が
む
ず
か
し
く
な
る
た
め
、
体
温
調
節

は
発
汗
だ
け
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

気
温
ば
か
り
で
な
く
湿
度
も
７５
％
以
上
に
な
る
と
、
汗

を
か
い
て
も
流
れ
落
ち
る
ば
か
り
で
ほ
と
ん
ど
蒸
発
し

な
く
な
り
、
発
汗
に
よ
る
体
温
調
節
す
ら
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
体
温
が
３７
℃
を
超
え
る
と
皮
膚
の
血
管
が
拡

張
し
、
皮
膚
の
血
液
量
を
増
や
し
て
熱
を
放
出
し
よ
う

と
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
体
温
が
さ
ら
に
上
昇

し
、
発
汗
な
ど
に
よ
っ
て
体
の
水
分
量
が
極
端
に
減
る

と
、
今
度
は
心
臓
や
脳
を
守
る
た
め
に
血
管
が
収
縮
し

始
め
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
も
熱
が
放
出
で
き

な
く
な

っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
熱
中

症
は
体
温
を
調
節
す
る

機
能
が

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

を
失

い
、
体
温
が
ぐ

ん

ぐ
ん
上
昇
し
て
し
ま
う

機
能
障
害
で
す
。

◆
自
分
で
気
づ
き
に
く
い
熱
中
症

自
分
で
は
、
「ち
ょ
っ
と
体
調
が
悪
い
」
「少
し
気
持

ち
が
悪
い
」
程
度
と
思

っ
て
い
る
、
ま
た

「た
い
し
た

こ
と
は
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
間
に
症
状
が
進
ん
で
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

炎
天
下
や
暑
い
場
所
に
長
時
間
い
る
場
合
は
、
自
分

で
気
を
つ
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
周
囲
の
人
同

士
で
も
気
を
つ
け
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

熱
中
症
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
っ
そ
く
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
体
調
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

睡
眠
不
足
や
風
邪
気
味
な
ど
、
体
調
が
悪
い
と
き

は
暑
い
日
中
の
外
出
や
運
動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
服
装
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

通
気
性
の
よ
い
服
装
を
選
び
、
外
出
時
に
は
帽
子

を
か
ぶ
り
ま
し
よ
う
。

○
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
よ
う
。

「の
ど
が
渇
い
た
」
と
感
じ
る
と
き
に
は
、
す
で
に

か
な
り
の
水
分
不
足
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
。
定
期
的
に
少
し
ず
つ
水
分
を
補
給
し
ま
し
よ

う

。

〇
年
齢
も
考
慮
に
入
れ
ま
し
よ
う
。

子
ど
も
や
高
齢
者
が
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
年

齢
を
意
識
し
て
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆

熱

中

症

に
な

っ
て

し
ま

っ
た
ら

○
涼
し
い
日
陰
や
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室
内
な
ど
に
移

動
し
ま
し
ょ
う
。

○
衣
類
を
ゆ
る
め
て
休
み
ま
し
よ
う
。

○
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

氷
や
水
で
冷
や
し
た
タ
オ
ル
を
手
足
に
当
て
ま
す
。

氷
や
水
が
な
い
場
合
は
、
タ
オ
ル
や
う
ち
わ
、
衣
類

な
ど
を
使
っ
て
あ
お
ぎ
、
風
を
送
っ
て
冷
や
し
ま
し
ょ

う

。

○
水
分
を
補
給
し
ま
し
よ
う
。

水
分
だ
け
で
な
く
、
汗
に
よ

っ
て
失
わ
れ
た
塩
分

も
補
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
０
・１
％
く
ら
い
の

塩
分
か
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
少
し
ず

つ
何
回
に

も
分
け
て
補
給
し
ま
し
よ
う
。

■■■

阿
蘇
郡
中
体
連
夏
季
大
会

阿
蘇
郡
中
体
連
夏
季
大
会
が
郡
内

一
円

で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
中
学
校
か
ら
も
多

く
の
選
手
が
出
場
し
、
各
競
技
で
活
躍
し

ま
し
た
。

県
大
会
出
場
競
技

。
選
手
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
剣
道
男
子
団
体
　
高
森
中
学
校

・
卓
球
女
子
団
体
　
一早
部
中
学
校

・
剣
道
個
人

（２
年
男
子
の
部
）

藤
岡
弘
径

（高
森
中
）

・
柔
道
個
人

住
吉
恵
、
後
藤
美
和
、
嶋
田
友
弥
（高
森
中
）

・
卓
球
個
人

（シ
ン
グ
ル
）

工
藤
奈
々

（草
部
中
）

。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
個
人

（ダ
ブ
ル
ス
）

阿
南
龍
之
介
、
森
隆
志

（高
森
東
中
）

古
澤
賢
祐
、
吉
良
山
秀
樹

（高
森
東
中
）

●
第
５８
回
阿
蘇
郡
民
体
育
祭

７
月
４
日

（陸
上
以
外
）
と
１８
日

（陸

上
）
、
阿
蘇
郡
民
体
育
祭
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

１２
種
目
に
参
加
し
た
本
町
は
、
陸
上
競

技
で
総
合
優
勝
す
る
な
ど
、
各
競
技
で
大

健
闘
し
ま
し
た
。

優
勝
競
技
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

・
陸
上
男
子

・
陸
上
女
子

・
陸
上
総
合

町
長
旗
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

７
月
７
日
か
ら
１６
日
ま
で
、
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
る
町
長
旗
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
山
村
広
場
で

開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
Ｈ
チ
ー
ム
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
南
　
球

準
優
勝
　
旭
球
友

第
３
位
　
村
山
フ
ェ
ニ
ツ
ク
ス

敢
闘
賞
　
Ｓ

・
５５

最
優
秀
選
手
賞

谷
川
　
昭
生

（南
　
球
）

優
秀
選
手
賞

飯
塚
　
圭
祐

（旭
球
友
）

一
第
２
回
高
森
町

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
月
２０
日

（日
）
、
高
森
中
央
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
第
２
回
高
森
町
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
西
原
村
の
小

・
中
学
生
や

一
般
の
選
手
も
参
加
し
、
お
互
い
の
親
睦

を
深
め
な
が
ら
、
技
術
向
上
を
図
っ
て
い

ま
し
た
。
特
に
、
高
森
東
中
学
校
の
生
徒

が

一
般
の
選
手
相
手
に
互
角
の
試
合
を
展

開
す
る
な
ど
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
で

き
そ
う
で
す
。

各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
般
１
部

城
井
健
吾
、
桐
原
七
郎

一
般
２
部

杉
永
咲
生
美
、
松
村
菜
緒
子

一
般
３
部

山
村
珠
美
、
岩
下
み
ゆ
き

一
般
交
流
の
部

永
野
知

一
、
桂
美
和

（西
原
村
）

小
学
校
６
年
女
子
の
部

堀
田
沙
智
、
平
田
恵
美

（高
森
中
央
小
）

小
学
校
５
年
女
子
の
部

堀
田
美
沙
貴
、
住
吉
祐
美

（高
森
中
央
小
）

小
学
校
４
年
男
子
の
部

伊
藤
徳
晃
、
古
澤
貴
郁

（高
森
東
小
）

小
学
生
交
流
の
部

林
田
泰
祐
、
広
瀬
雄
大

（西
原
小
）

寺
子
屋
の
部

杉
永
あ
お
い
、
城
井
大
滉

（高
森
中
央
小
）

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
肛
６
２
‐
１
１
１
１
　
回
６
２
‐
１
１
７
４

●

●   ●
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平
成
１２
年
４
月
１
日
、
介
護

保
険
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
高
齢
者
等
が
介
護
が
必
要
と

な

っ
た
と
き
の
適
正
適
格
な
対
応

と
、
す
べ
て
の
人
が
心
身
共
に
健

康
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
目
的

で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
町
で

は
こ
の
制
度
の
有
効
活
用
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
１６
年
６
月
末
日
の
町
の
人

口
は
７
、
６
０
８
人
、
そ
の
内
、

６５
才
以
上
は
２
、
３
２
６
人
で
そ

の
比
率
は
３０

・
５
７
％
と
な
っ
て

お
り
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

要
は
年
齢
を
重
ね
た
と
し
て

も
、
「自
分
の
こ
と
は
で
き
る
限

り
自
分
で
」
の
精
神
で
、
心
も
体

も
健
や
か
に
充
実
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
、
ま
た
は
状
態
が
悪
化
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

「介
護

予
防
」
の
考
え
方
で
す
。

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
地

域
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
ち
続
け

て
生
活
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
地

域
で
の
支
え
合
い
は
、
高
齢
者
の

地
域
で
の
生
活
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。町
で
は
い
ろ
い
ろ
な
介
護
予
防

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
方
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

一

人
ひ
と
り
が
介
護
予
防
の
大
切
さ

に
つ
い
て
理
解
し
、
仕
事
や
い
ろ
．

い
ろ
な
趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
域
活
動
な
ど
で
、
心
も
体
も
健

康
で
、
生
き
生
き
ハ
ツ
ラ
ツ
と
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。

常に連携を

もって対応
しています

●  ●

●  ●

●1■

=

fr
護
保
険
は

65^V74才

平成 16年 6月 30日現在

もしも倉護が必要となつたときは ?
愉 議サービスの利用手続き)

曇上

口 :・品"心配ごと・悩みごとありませんか?ご遠慮なくご相談ください
_《握後を麦える町の体制)

目
目

要

介

護

認

定

（阿
蘇
地
域
介
護
認
定
審
査
会
）

―
ユ
▼

Ｉ
●
▼

介
護
保
険
制
度
の
発
足
以
来
、
町
で
は
老
人
福
祉
と

一
体
と
な

っ

て
、
介
護
保
険
と
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
年
を
重
ね
る

こ
と
を
恐
れ
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の
生
活
を
心
身
共
に
健
康

で
規
則
正
し
く
、
「生
き
生
き
ハ
ツ
ラ
ツ
」
と
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

町
で
は

「在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
老
人
福
祉
を

は
じ
め
と
し
て
、
福
祉
全
般

へ
の
対
応
を
行

っ
て
い
ま
す
。
心
配
ご

と
や
悩
み
ご
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

゛

●.^

L
基幹 型

‐‐→レ →

口哺ト

→ → →

→

施設サービス

●特別養護老人ホーム

●介護老人保健施設

●介護療養型医療施設

在宅サー ビス

●ホームヘルパー

●訪問介護

●デイサービス

●短期入所サービス

●福祉用具レンタルなど

町独 自のサー ビス

(介護保険外の事業)

●配食サービス

●軽い日常生活支援

63-1156 :
(社会福祉協議会内)∫

役場内関係部署

保健

1 医療
ち
●
●
●

●

`●

°‐

はi::..。
.。

・ ●●.●
‐

「自
立
保
険
」

力:ヨカ1卜    =        ..・・
「
         _s'

介護
`、

、準糀境劣
ゞ
…

・..゛
ヤ゙
   f  J'IE

‐‐ウト

域 型
1 62-0915 J
l (梅香苑内) F
゛^                        ^●7●
^                     ^●
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上
の
表
の
流
れ
で

「要
支
援
」

や

「要
介
護
１
～
５
」
に
認
定
さ

れ
た
ら
、
次
の
手
順
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

が
行
わ
れ
ま
す
。

①
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
利
用
者

の
健
康
状
態
、
日
常
生
活
動

作
、
家
族

の
状
態
を
把
握
し

て
、
利
用
者
に
と
っ
て
最
も
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
計
画

し
ま
す
。
（ケ
ア
プ
ラ
ン
）

②
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
中
心

と
な
り
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
基

に
し
て
、
本
人
、
家
族
、
医
療

機
関
、
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な

ど
か
ら
な
る

「
ケ
ア
担
当
者

会
議
」
に
お
い
て
、
利
用
者
に

と

っ
て
最
も
良
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
後
も
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
継
続
的

な
管
理
や
再
評
価
を
行
い
ま

す
。

介
護
予
防

・
地
域
支
え
合
い
事
業

介
護
保
険
非
該
当
者
等
で
、

介
助
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、

次

の
い
ろ
い
ろ
な
事
業

の
中
で

健
康
維
持
と
介
助
の
た
め
に
最

も
有
効
な
方
法
が
ケ
ア
会
議
で

検
討
さ
れ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

①
食
の
自
立
支
援
事
業

②
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

③
軽
度
生
活
援
助
事
業

④
寝
具
類
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー

ビ
ス
事
業

⑤
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

業

（デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）

⑥
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事

業

（シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

⑦
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
事
業

③
ベ
ッ
ド
な
ど
の
福
祉
用
品
貸

し
付
け

⑨
緊
急
通
報
装
置
貸
付
事
業

⑩
高
齢
者
住
宅
改
造
助
成
事
業

そ
の
他
の
介
護
予
防
事
業

①
老
人
保
健
事
業

（健
康
教
室

・

健
康
相
談
な
ど
）

②
痴
呆
予
防
事
業

（回
復
訓
練
）

そ
の
他

①
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
者
手

当
事
業
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7,608人

15.52%

75才 以 上

3,638人

2,326人

3,970ノ、、

1,181人

1,145人 15.05%

30.57%

世 帯 数 2,669世帯

⌒

じ
ま
す
“

二■
0.
Ъ

υ

（

ハ
＞

ハ
（

要
介
護
１
～
５

利 用 者

総

合

相

談

在
宅
介
護
支
援
セ窓
ンロ
タ
:

介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
計
画

（ケ
ア
プ
ラ
ン
）

役 場 介 護

保険係に申請

自

　

立

町認定調査

主治医意見書
(町から依頼 )

人 口

|

ます:

1今月号から定期的に

浩齢轟離 ‐由1標する
情報を掲載してしヽき

´

ｒ ヽ

Eヨ
フコ 女 =上面 l

ヽ

介護保険1こうtヽてのお間ヽ 合ヽわせ|=介護保険係102■ ■lI内線■23)|までどうぞ


